
令和元年度 学校自己評価書（川南町立東小学校） 

〈５段階評定 ５：大変よい ４：よい ３：ふつう ２：少しよくない １：よくない〉 

項目 評価指標及び具体的目標 方策・手立て 
自己評価 

結果の考察・分析及び改善策等 
項目 総合 

Ⅰ
 

町
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
教
育
の
推
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１ 

学校や家庭、地域が一体となって取り組む教育

を推進する。 

・地域の活性化や学校及び家庭の教育力向上につ 

ながるコミュニティ・スクールの実施 

・保護者や地域を巻き込んだあいさつ運動の活性

化 

・ 運営協議会委員や学校職員、PTA 役員との十分な

協議を生かしたコミュニティ・スクールを推進する。 

・ PTA や交通指導員、学校の取組を連動させるとと

もに、具体的なあいさつ指導を丁寧に行う。 
４．２ 

４．７ 

〇 学校運営協議会や学校だより、ホームページ、地区回覧板等を活用した説明や実際の取組の紹介をすること

によりコミュニティ・スクールの推進を継続している。 

〇 学校や家庭のみならず、地域の方からも子供たちは育てられているかという質問に対する保護者の肯定的

回答は90%であった。どの学年も高い割合である。さらにキャリア教育を推進する。 

● 地域や家庭で児童があいさつを実践しているかという質問に対する肯定的回答は 78%であった。今後さら

にあいさつの実践率を高めていく必要がある。 

２ 

家庭や地域の教育力の向上に努める。 

・学級懇談会への出席率各学級８０％以上と内容

の充実 

・早寝をする児童の割合８５％以上 

・家庭教育学級の活用による、家庭教育力や家庭 

学習の向上 

・ 学級役員との相談を生かして、学級懇談会の内容を

工夫する。 

・ 早寝の実践推進のために、学校保健委員会の取組を

工夫したり学級役員の働きかけを生かしたりする。 

・ 家庭の教育力向上につながる家庭教育学級を実施

する。 

５．０ 

○ 学級懇談会への全学年平均出席率は 88%（前年度は 85％）であった。学級懇談会の話題として、「早寝・

早起き・朝ご飯」「親子のコミュニケーション」「家庭学習」「読書の勧め」「スマホリーフレット」「夏休

みのくらし」「地区行事への参加」等さまざまな内容で実施することにより、家庭教育力の向上につなげた。 

○ 授業中眠くなることはほとんどないと答えた児童は 93%であった。早寝については多くの児童については

問題がないと言える。 

○ 家庭の教育力向上につながる家庭教育学級の内容としては、「特別支援教育」「子どもの誉め方・叱り方」

「英会話」に取り組んだ。 

３ 

開かれた学校づくりを推進する。 

・年間７回の参観日の実施、充実 

・１１月のオープンスクールの実施、積極的公開 

・学校教育の理解につながる学校便りとホームペ

ージの運用 

・ 年間 7 回の参観日を、ねらいや年間の見通しをも

つことにより、教科や内容のバランスの取れたもの

とする。 

・ オープンスクールを地域や保護者に早めに周知す

ることにより、広く公開する。 

・ 月１回の学校便りや行事ごとに更新するホームペ

ージを発信することにより学校教育を理解していた

だく。 

５．０ 

〇 教科や内容のバランスの取れた（国語、算数、学活、外国語、家庭科、理科、総合）計画どおりの参観日の

実施をしている。授業参観出席率は98%（前年度は92％）と非常に高い割合であった。 

〇 地域へも、回覧板を利用して１１月のオープンスクールを周知することにより公開した。学校運営協議会、

学校保健委員会、PTAバザー等の内容での開催である。 

〇 毎月の学校だより、適時のホームページやメディア等を活用した学校教育の紹介の継続により開かれた学

校づくりを継続している。読んでいただいているようで、感想をお聞きすることもある。今後も、学校教育の

方針や様子、児童の活躍、家庭や地域との連携の重要性等が伝わる発信に努めたい。 

 

Ⅱ
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を
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１ 

確かな学力を育む教育を推進する。 

ア 学ぶ意欲の向上 

 ・学校生活アンケートにおいて、「学校で一生 

懸命勉強している」と答える児童の割合90％の 

維持 

 ・授業中手遊びがなく、学習活動に熱心に取り 

組む児童の姿90％の実現 

イ 基礎的学力の定着 

 ・主要教科の単元テスト平均85%の得点率 

 ・年度末のCRTテスト、次年度の全国及び県 

学力テストの全国及び県平均以上の得点率 

ウ 読書の習慣化 

・年間貸出冊数13,000冊程度と読書内容の向 

上 

・ 共通理解と共通実践により、児童や保護者との信頼

関係を生かした授業の実践をする。 

・ 午前中の5時間授業を集中力向上に生かす。 

・ 「東っ子スタンダード」を日々活用し、統一した指

導を徹底することにより学習に臨む態度を鍛える。 

・ メンターチームによる初期研修を主軸とする校内

研修により共通理解を図りながら、県施策の授業改

善の視点を意識した授業実践をする。 

・ 「家庭学習の手引き」に沿った家庭学習の在り方を

保護者に働きかけることにより学習内容の定着を図

る。 

・ 月１回の６校時に全職員で指導に当たることによ

り、３年生以上の習熟を図る。 

・ 町図書事務職員による図書館運営の活性化を促す。 

・ 学期１回のファンミリー読書により、家庭読書の関

心を一層高める。 

４．３ 

４．３ 

○ 児童アンケートで、「学校で一生懸命勉強している」と答えた児童の割合は99%、「授業に集中して取り組

んでいる」と答えた児童の割合は 98%であった。ほとんどの児童が学ぶ意欲をもって授業に臨んでいると考

えられる。 

〇 主要教科の単元テストの２学期の結果の学年平均は以下のとおりである。 

１年国語（90点）算数（93点）２年国語（98点）算数（81点）、３年国語（87点）算数（85点）理科（83

点）社会（92点）、４年国語（76点）算数（70点）理科（93点）社会（89点）、５年国語（86点）算数（73

点）社会（84点）、６年国語（77点）算数（74点）理科（87点）社会（85点） 

理解できていない部分の指導を再度行ったり、授業終末に定着を図る時間をさらに確実に設定したりする

ことにより、当該学年の学習内容をしっかり身に付けさせて進級させたいと考えている。 

〇 保護者や地域の皆様による、月1回の読み聞かせ活動は大変充実している。心を豊かにする本に出合う貴重

な機会を熱心に作っていただいている。 

〇 ２学期の全児童の貸出冊数は8986冊であった。２学期後半は、昨年度とほぼ変わらない貸出冊数であった。

図書館祭りやファミリー読書などの手立てが功を奏したと考えられる。また、３学期も目標に「進んで読書」

とする児童が多くみられ、読書に対するさらなる意欲が感じられる。今後も、図書館へ行く機会を増やしたり、

行きたくなる図書館運営をしたりすることにより、読書意欲をさらに高め続ける。 

２ 

豊かな心を育む教育を推進する。 

ア 思いやりのある児童の育成 

 ・学校生活アンケートにおいて「友だちに優し 

くしている」と答える児童の割合90％以上 

イ あいさつの活性化 

 ・学校生活アンケートにおいて「元気なあいさ 

つを進んでしている」と答える児童の割合90％ 

以上 

ウ 楽しい学校生活の保障 

・学校生活アンケートにおいて「学校が楽し 

い」と答える児童の割合90％以上 

・いじめゼロの実現 

・ 特別の教科道徳における話合いを通して豊かな心

の育成を推進する。 

・ 特別な教科道徳の指導力向上を目指して研修を充

実させる。 

・ 生徒指導の三機能を十分理解した指導により、児童

の現在および将来の自己実現を図っていくための自

己指導力の育成を常に行う。 

・ ソーシャルスキルトレーニングを生かし、具体的な

あいさつ指導を適時、十分行う。 

・ PTAや地域と連携したあいさつ運動を展開する。 

・ 学校生活アンケートと教育相談を有効に活用、連動

させることにより、嫌なことや困ったことを早めに

相談、解決することができるシステムを活性化させ

る。 

４．５ 

○ 「わがままをせず人にいつも優しくできる」と答えた児童は 97%、保護者の回答は 83%であった。思いや

りのある児童が多い。けんかをしたときには、相手を傷つける言葉を言うのではなく、自分の気持ちの伝え方

をさらに指導していきたい。 

○ 「家でよくあいさつができる」と答えた児童は95%、「登下校中など地域で元気なあいさつができる」と答

えた児童は 93%、「子どもは家庭や地域であいさつをしっかりできる」と答えた保護者は 79%であった。横

断歩道で停まってくださった方に心のこもったお礼を言う姿に感心して電話をいただいたことがあった。保

護者と連携した取組をさらに積極的に進めていきたい。 

○ 「学校が楽しい」と答えた児童は 96%であった。困難がある場合は早期に解決したり、悩みに寄り添った

り、学校で学ぶ意義を考えさせたり、一人一人の児童が自己存在感を感じる場を確実に実現したり、キャリア

教育を活用する等により、今後も学校生活に満足感を得られる学校教育を目指していきたい。 

○ 「いじめ」については「いじめ防止対策推進法」の定義に沿った児童アンケートの実施により、友達とのけ

んかや意地悪など小さなことでも本人が苦痛と感じているものが漏れなく挙がってくる。（12月新 1件）十

分話を聴いたり、お互いに気持ちを伝えさせたり、謝らせたりする等の対応を重ねることにより、どの事案も

3か月の経過観察期間を経て解決（12月4件解消）という報告を上げることが出来ている。今後も、丁寧に対

応していく。 

３ 

健やかな体を育む教育を推進する。 

ア 基礎体力の向上 

 ・体力テストにおける本校の課題である柔軟 

性のTスコアが50以上となる学年が３/６ 

イ よい生活リズムの習慣化 

 ・学校生活アンケートにおいて「早寝」をして 

いると答える児童の割合85％以上 

ウ 健康増進の意識の高揚 

 ・齲歯治療率80％以上 

・ 体育の時間や昼休み時間等の運動量を十分確保す

る。 

・ 体育科学習カードや体力アップカレンダーを活用

することによって、主体的な体力向上の取り組みを

促す。 

・ 学年に応じた就寝時刻やメディアとの接し方の基

本的ルールを児童と共通理解するとともに保護者へ

の啓発を図る。 

・ 学校保健委員会の充実及び学級懇談会や各種たよ

りの活用により家庭との連携を深める。 

・ 齲歯治療が進まない家庭への個別の働きかけをす

る。 

３．９ 

○  5月に実施した体力テストの結果、各内容において、県平均を上回った学年や性別は以下のとおりである。 

  握力・・１・６年男、上体起こし（筋持久力）・・１年女、２年男女、４年男女、５年男女、６年男女、長

座体前屈（柔軟性）・・１年男女、４年女、反復横跳び（敏捷性）・・２年女、３年女、４年男女、５年女、

６年男、シャトルラン（持久力）・・２年男女、３年男、４年男女、５年女、６年男、50M走・・１年女、

４年男女、５年女、６年男、立ち幅跳び（跳力）・・１年女、２年女、４年男女、5年男女、6年男女、ボ

ール投げ・・４年女、５年男、6年男 

   握力、柔軟性に課題があるので、バランスの取れた体力向上をさらに目指したい。 

○ 「夜十分寝ていて学校で眠くなることはない」と答えた児童は 93%であった。全校で９名の児童（３年１

名、４年３名、５年３名、６年２名）は「よく眠い」と答えている。「早寝の声掛けを家庭で行っている」

と答えた保護者は、97%であった。全体的には、家庭での声掛けを十分していただいていることにより、生

活のリズムが整っている児童が多いと言える。 

○ 「今、治療が必要な歯はない」と答えた児童は81%、保護者は88%であった。保護者の方の数値が少し高め

であったが、学年の傾向はほぼ一致していた。今後も、児童や保護者への働き掛けを継続していく。 

４ 

共生社会を目指す特別支援教育を推進する。 

・全ての児童に人権感覚を身に着けさせること 

・すべての児童に対する合理的配慮を行うこと 

・ 特別支援教育コーディネーターを中心とした組織

マネジメント機能を生かすことにより、外部の専門

機関と十分につながる。 

・ 保護者の思いや個別の指導計画、個別の支援計画を

十分に生かす。 

・ 人権教育に係る授業参観を年間１回実施する。 

・ 日々の適切な支援や合理的配慮についての研修会

を行う。 

４．６ 

○ 「わがままをせず人にいつも優しくできる」と答えた児童は 97%、保護者の回答は 83%であった。思いや

りのある児童が多いという結果から相手の立場を大切にする人権感覚を身に付けた児童が多いと言える。さ

らに、日々の指導を継続する。 

○ 保護者の思いや個別の指導計画、個別の支援計画を生かした日々の指導、外部の機関（特別支援チーフコー

ディネーター、SSW、川南町福祉課、主任児童員、中央児童相談所、金鈴学園等）との連携を適時に図ること

により必要な児童への合理的配慮を可能な限り行っている。今後も継続する。 

○ 配慮を要する児童への適切な支援や合理的配慮についての研修会を行うことにより教職員の研鑽に努めた。 
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１ 

ふるさと川南に学び、誇りや愛着を育む教育を

推進する。 

・ふるさとを理解しふるさとに愛着をもつ児童の 

姿 

・総合的な学習の時間において、地域の方から指 

導していただく学習の各学年での実施（３年生以 

上） 

・ 総合的な学習の時間を中心として、地域人材を積極

的に活用することにより、東小校区の中心産業や保

護者・地域の人々の願いを理解させる。 

・ 総合的な学習の時間において、地域の方から指導し

ていただく学習を各学年計画的に実施する。 

・ 町歌の斉唱（入学式、卒業式、運動会、月の歌） 

３．０ 

３．１ 

○ 保護者や地域の方からの指導の機会をどの学年も設定することが出来た。（１・２年・・昔の遊び、３・４

年・・畜産業、加工業、５年田植え、稲刈り、ミシン、認知症サポーター養成講座、６年ミシン、ボクサー、

３～６年川南町立図書館での調べ学習の勧め等）今後も積極的に実施する。 

● 「川南町や地域のことが好きだ」と答えた児童は85%、「我が子は川南町や地域のことをよく知っていて、

川南町や地域に愛着や誇りをもっている」と答えた保護者は 77%であった。川南町や地域を理解する学習の

重要性を感じる。そのためには、計画性と教師の負担感のない実施の工夫が大切だと考える。 

● 今後は、さらにキャリア教育や郷土愛につながる視点での講師を積極的に招きたい。 

● 現在、地域連携担当者が学級担任ということもあり、校内での推進やとりまとめに必要な時間を確保するこ

とが困難な状況にある。できる限り、持続可能な方法を模索したい。 

● 保護者からの自由記述の意見欄に、児童が地域の方との関係をさらに多くもち地域の方々から育てていた

だくために、学校から地域へのさらに積極的な働きかけをすることによる場の設定を願う声があった。 

２ 

キャリア教育を推進する。 

・学ぶ意義を理解して勉強に取り組む児童の姿 

・総合的な学習の時間において、地域の方から指

導していただく学習の各学年での実施（３年生

以上） 

・ 自立するために身につけなければならないことを

講師に話してもらう。 

・ 総合的な学習の時間において、地域の方から指導し

ていただく学習を各学年計画的に実施する。 

３．２ 
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１ 

教職員の資質向上に努める。 

・服務規律違反ゼロ 

・本年度特に取り組む、国語科、算数科、道徳科 

の授業力の向上 

・ 服務規律遵守の意識の高揚のための適時のコンプ

ライアンス研修会や日々のお互いの声かけを行う。 

・ メンターチームによる初期研修を主軸とする校内

研修の実施を、国語科、算数科、特別の教科道徳の授

業を中心に計画的に行う。 

４．０ 

４．５ 

○ 7月にコンプライアンス研修会を実施した。9月には、県教職員課から講師を招いて専門的な指導も受講し

た。今後も、服務規律違反ゼロとコンプライアンスの向上に努める。 

○ メンターチームによる初期研修を主軸とする校内研修の実施を、国語科、算数科、道徳科の授業を中心とし

て計画的に行うことができた。授業の事前研究会、模擬授業、事後研究会における活発な意見交換は、全ての

指導者の授業力向上につながったと言える。 

２ 

学校における安全、安心の確保に努める。 

・児童の事故（交通、水難等）や校内での大きな 

けがゼロ 

・アレルギー対応のミスゼロ 

・ 交通教室、避難訓練、安全点検を計画的に実施する。 

・ 適時の徹底した安全指導や保護者との連携により

児童の事故（交通、水難等）を未然に防ぐ。 

・ 校内の危険個所の事前発見や早期修理を徹底する。 

・ アレルギー対応のマニュアルの完全実施と管理職による安

全確保の確実な見届け 

５．０ 

○ 現時点で、児童の事故や校内での大きなけが、アレルギー対応のミスはない。今後も、危機管理に努める。 

○ 毎月の安全点検を生かし、教育課へつなぐことによって、校内の危険個所の事前発見や早期修理を徹底する

ことが出来ている。 

 


